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光で投影されたキーから文字入力ができる
“近未来キーボード”

　机上などの平面に投影されたキーから文字入力ができ
る近未来型のキーボード TK-PBL042BK が開発されま
した。このキーボードでは，投影機とセンサが一体となっ
ており，投影されたキーに触れるとセンサが感知して
キー入力を行います。具体的には，投影機の一番下にあ
る赤外線照射部から水平方向に赤外線レーザーを発して
います。キーボードの上約５ｍｍのところに，目には見
えないレーザーの幕面を形成して，ここに指が触れるこ
とでレーザーが反応し，投影機の中央部にあるセンサが
位置と動きを検出しています。
　キーを投影できるだけのスペースと，反射率のある平
面があればどこでも使用することができます。キー操作
は，木製デスクなどの非磁性体の上で約 10 ｍ，スチー
ルデスクなどの磁性体の上でも約３ｍの距離まで離れて
も可能です。キーピッチは 19 ｍｍと余裕のあるサイズ
となっているほか，１分間に最大約 350 文字を認識する
ため，快適なタイピングができるようになっています。
　接続方式として，Bluetooth®2.0 を採用しているため，
iPad や iPhone などの Apple 製品では，専用ドライバー
のインストールが不要で，背面の電源を ON にしてペア
リングするだけでレシーバを接続することなくキーボー
ドを使用できます。Apple 製品以外でも，Bluetooth® 

HID プロファイルに対応した Android 端末でもレシー
バなしで使用できます。
　キーボード本体は幅 38.0 ×奥行 29.0 ×高さ 75.0mm と
場所を取らない設計となっているため，デスクスペース
を有効に使用できるほか，モバイルにも最適です。キー
ボードの明るさと感度は，３段階で調整可能です。使用
中に投影イメージを消去するなどして節電ができるなど，
省電力にも配慮しています。

エレコム（株）広報担当　新谷　直子
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1．はじめに
　社会の情報化が進展する中，情報化の「影」の部分を
十分理解した上で，情報社会に積極的に参画する態度の
育成は，健全な高度情報通信社会の構築に不可欠である。
携帯電話やスマートフォンなどに見られるようにイン
ターネット利用が急速に普及し，ネット上での誹謗中傷
やいじめ，ネット上の犯罪や違法・有害情報などの問題
が発生しており，こうした問題を踏まえ，「情報モラル」
についての指導が重要となっている。
　ご存知のように，「情報モラル」とは，「情報社会で適
正に活動するための基となる考え方や態度」のことであ
り 1），その範囲は，「他者への影響を考え，人権，知的財
産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任を
もつこと」，「危険回避など情報を正しく安全に利用でき
ること」，「コンピュータなどの情報機器の使用による健
康とのかかわりを理解すること」など多岐にわたってい
る。
　情報教育が目指す「情報社会に参画する態度」は，よ
りよい社会にするために貢献しようとする意欲的な態度
であり，情報モラルを身に付けた人々の育成によっては
じめて達成される。したがって，「情報モラル教育」とは，
情報化の「影」の部分を理解することや情報安全教育を
目指すことのみで達成されるものではない。情報社会や
ネットワークの特性の一側面として影の部分を理解した
上で，よりよいコミュニケーションや人と人との関係づ
くりのために，変化を続けていく情報手段をいかに上手
に賢く使っていくか，そのための判断力や心構えを身に
付けさせ，健全な情報社会を自らが構築していくための
基となる考え方や態度の教育であることをまず念頭に置
くことが極めて重要である。

2．科目「社会と情報」におけるモラル教育の指導
　の要点
　科目「社会と情報」には，情報モラルの育成がその底
流にある。情報通信ネットワークとコミュニケーション
の学習は，高度情報通信社会の現状を客観的に論じ，社
会の在り方を考えるための基礎的な知識であると捉える
こともできる。誇張していえば，情報社会の課題と情報
モラルの学習を深めるための準備と考えることもでき
る。そのような流れを意識して，指導する要点について
考えてみる。
　情報モラルの指導は，各領域等において指導するタイ
ミングを上手に設定し，繰り返し指導することが大切で
ある。生徒同士で討論することや，インターネットで実

際にあるいは擬似的に操作体験をしたり調べ学習をした
りするなどして，「情報モラルの重要性を実感できる授
業」を実践する必要がある。そのためには，情報社会の
問題点を身近に感じさせる教材の開発や指導の工夫が肝
要である。さらに，問題点について根拠をもって客観的・
理論的に理解させる工夫が求められる。
　教師が一方的に知識や対処法を教えるのではなく，生
徒が自ら考える活動を通して，その背景や考え方を理解
することが極めて重要である。そのことによって，われ
われが未だ経験したことのない新たな問題に対しても，
自ら考え，賢明な判断を下す力を育成できると期待でき
るからである。
　高等学校の情報モラル教育を生徒の発達段階に沿って
考えようとすれば，高等学校の教育の目標に立ち戻って，
考えることが必要であろう。高等学校の教育の目標は学
校教育法 51 条に記されている。その第３項に「個性の
確立に努めるとともに，社会について，広く深い理解と
健全な批判力を養い，社会の発展に寄与する態度を養う
こと」と書かれており，情報モラルのねらいはこの第３
項と深く結びついている。例えば，施行されている法令
は，なぜそのような姿でそこに存在し，そのような条文
になっているのか，を健全な批判力によって考えること
が大切である。情報科が取り上げることの多い法令は，
著作権法や個人情報の保護に関する法律や個人情報保護
条例等また知的財産権等であろう。法令は，様々な権利
を有する人々や利益を享受する人々の主張のせめぎ合い
の結果の妥協点として，今の姿になっていることに気付
くはずである。情報を公開すべきか，保護すべきか，の
せめぎ合いの一つの妥協点が個人情報の保護法の姿でも
ある。それは時代とともに変化もするし，正解が存在す
るわけでもない。社会システムのトレードオフの一つの
姿である。
　情報モラル教育が教育として意味を持つのは，存在し
ている法令や社会システムが倫理的に正しか否か，ある
いは多くの生活者にとって有益か否か，また合意の形成
を図ることができるか否か，など多様な観点からの議論
が必要であり，様々な人々の考え方や結論に至るプロセ
スを知り，自らの考えを形成する過程を辿ることである。
　またそのプロセスの過程で他の人の意見や考え方を知
り，自らの考えを形成することが個性の確立にもつなが
る作業となる。成立した法令や社会システムを遵守する
のは当然である。情報社会に参画する態度とは，これか
ら新たに作り出す社会や制度の合意形成に積極的に参加
することである。

　単に，法令や社会の仕組みが存在しているから守らな
ければならないという指導では，高等学校教育としての
意味はまったく薄れてしまう。このようなねらいを持っ
た授業展開を進めるためには，次のような工夫が必要と
考える。

（ア）安全を確保する技術を社会的技術として理解する
　社会的技術とは，その社会を根底から支え，その技術
がなければ社会が成立しえない技術群を指す。高度情報
通信情報社会にあって，経済・金融・様々な社会活動が
情報を軸として展開できるのは，このセキュリティ技術

（例えば暗号化技術）があるからであるといって過言で
はない。暗号化技術は，電子署名などにも利用され，単
に安全が確保されるという認識でとどまることなく，社
会を根底から支えているという非常に重要な社会的技術
であるということを理解させることが大切である。社会
的技術を崩す行為は，社会そのものの成立を脅かす行為
であるという認識を育成することは重要なことであろ
う。

（イ）情報社会の問題点を身近に感じさせる工夫
　情報社会の問題点を身近に感じ，話し合いなどを進め
るためには，具体的な事例が豊富に用意されていると同
時にその教材が，導入しやすく展開・発展しやすい工夫
がされたものであることが大切である。例えば，なりす
まし，情報格差，メール依存，誹謗・中傷，有害サイト，
情報セキュリティ対策，機器の故障，災害によるデータ
の消失，不正アクセス，フィッシング詐欺，データの紛
失，情報の真偽，産業財産権，著作権，Web 制作と著作
権，レポートと作成と引用，個人情報の流出，プライバ
シーの侵害など，言葉の羅列ではその概念を把握するこ
とはかなり厳しい。しかし，先に挙げた言葉をイラスト
などを利用して，その問題が生じる場面などを織り込む
ことで，問題をより身近なものとして捉えることができ
るようになる。さらに，イラストの場面設定によって，
生徒らはその問題に共通する概念や押さえておかなけれ
ばならない意味を一目で把握することが容易となる。教
師がそのイラスト入りの事例場面に補足説明を加えて行
けば，さらに豊かな知識を提供することができるであろ
う。教科書に記述された事例ごとに，共通に把握した概
念や問題意識を出発点として，生徒の一人一人が調べ学
習を展開すれば，押さえたい概念や知識の共通理解の上
に，さらに広がりや深まりを持つ学習の展開が可能とな
る。
　身近な場面設定とイラストによる事例紹介の題材例は，
情報社会の問題といった抽象的な学習をより具体的な話
題へと引き寄せる魅力がある。

（ウ）問題点について根拠をもって理解させる工夫
　社会現象を根拠に基づいた事実として客観的に捉え，
数量的なスキルを用いて分析する姿勢は，社会や情報モ
ラルについて議論する上で大切にしたい。例えば，サイ
バー犯罪の検挙件数の推移，インターネット利用に関す

る様々な調査データ，企業におけるセキュリティ対策の
内容など，統計資料に基づいて事象を分析し，情報モラ
ルについて考えることが必要である。

（エ）考えさせる学習活動の重視
　スマートフォンの普及 Facebook や Twitter に代表さ
れる新しいコミュニケーション環境の普及など，情報環
境の進展はめまぐるしいものがある。法令や社会のシス
テムはその変化に追いつかず，利用者はネット上の危険
に対して無防備な状態である。繰り返しになるが，将来
の予測困難な情報環境の変化に対して，自分自身で的確
に判断する力を身に付けさせるには，最善の解を導くた
めに必要な知識（例えば，ネットワークの仕組みや法令
などの社会システムの仕組み）とともに，健全な批判力
や数量的スキル，問題解決能力などの汎用的能力を高め
ることである。そのための学習活動として，事例を通し
て考えさせる活動が大切である。
　例えば，ネットワークを利用する上での責任について
考えさせる学習活動，ルールや法律の内容を理解し違法
な行為による個人や社会への影響について考えさせる学
習活動，知的財産権などの情報に関する権利を理解し適
切な行動について考えさせる学習活動，トラブルに遭遇
したときの様々な解決方法について考えさせる学習活動，
基礎的な情報セキュリティの重要性とその具体的な対策
について考えさせる学習活動，健康を害するような行動
について考えさせる学習活動などである。これら考えさ
せる活動を通して情報モラルを確実に身に付けさせるこ
とが，新たな問題に 直面した場合でも適切な判断や行動
がとれることを可能にする。

3．おわりに
　情報モラルを指導する上で，われわれ教師自身がどの
ような知識を必要とされるであろうか。例えば，（1）イ
ンターネットでいま起きていることに関する知識：スマー
トフォンや携帯電話，出会い系サイト，SNS，Twitterr，
Facebook などの，現状についての知識を教師同士で共
有することが求められる。（2）情報モラルの教材・授業
実践事例の情報に関する知識，（3）法令の知識（4）問
題への対処に関する知識：情報モラル教育は，問題発生
の予防的な側面を主に担うものであるが，教員は問題が
起きた場合の対処について具体的に知っておく必要があ
る。
　紙面の関係で触れることができなかったが，情報モラ
ルの指導では，調査や討論，発表などの活動を，情報ネッ
トワークを利用して行うことも興味深い。最近は，こう
した学習環境がオープンソースのツールで容易に構築で
きるようになった。情報モラル教育と情報ネットワーク
を使った問題解決型の学習が融合できると，情報科とし
て，さらに広がりのある授業が期待できる。
1）小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領解説
     総則編及び道徳編

2　　高校「情報科」情報誌　CHANNEL　2012　Vol.12-2 高校「情報科」情報誌　CHANNEL　2012　Vol.12-2　　3

情報科におけるモラル教育の展開
大妻女子大学　教授　本郷　健



1．はじめに
　「むやみに個人情報を書き込んだりしないこと」
　「他人の個人情報を無断で公開しないようにしよう」
　生徒たちにとって，すでに聞き飽きるほどに何度も
聞かされた言葉かもしれない。
　特に 2005 年 4 月に個人情報保護法が全面施行されて
以降，日本社会では神経質なくらいに，個人情報は「保
護されなければならないもの」と意識されるように
なってきたように感じている。生徒たちの間でも，個
人情報と聞くと反射的に「保護されなければならない
もの」という答えが出てくることが多い。このことは，
個人情報というものに対する社会全体の意識が高まっ
てきたといえるかもしれないが，逆説的に個人情報に
関して正しく認識することの妨げになってはいないか
という点が，本稿で紹介する実践を行うにあたっての
問題意識である。
　開隆堂「新版　情報Ｃ　情報社会を生きる」（以下，
教科書）では，第４章１節「情報の収集・発信に伴う
個人の責任」で個人情報保護の考え方を取り扱ってお
り，本校においてもこの節の学習に力を入れている。
本稿では，本校「情報Ｃ」で行っている個人情報に関
する授業での取り組みについて報告する。

2．本校「情報Ｃ」の概要と個人情報に関する学習
　の位置づけ
　本校では，「情報Ｃ」を高校２年生で２単位を必履修
科目として生徒たちに履修させている。
　「情報Ｃ」の一年間のおおまかな流れとしては，前期
には情報とコミュニケーションに関する学習を柱とし
ながら，分散型海外研修旅行の事前学習の総合実習と
プレゼンテーション発表につなげている。後期には，
主に情報社会の中で情報の読み取り方と発信の仕方と
いう点に着目した学習と，情報通信ネットワークの仕
組みやなりたちを中心に社会ではたらく情報システム
に関する学習を柱として取り組んでいる。

　本稿で取り上げる個人情報の取り扱いに関する学習
は，後期の情報の読み取り方と発信方法という観点で
取り扱っている内容である。

3．組み合わせれば意外なものが個人情報になるこ
　とを意識させる
　個人情報の取り扱いに関する学習は，「情報の公開と
保護」という表題で，教科書 84 ページから 87 ページ
の内容に関しての学習の中で取り扱っている。知る権
利と情報公開について学習した後，個人情報について
の学習を行っている。
　知る権利，情報公開の学習の後に個人情報について
取り扱うことについては，情報の中には公開され活用
されるべき情報と，保護されるべき情報があるという
側面を学ばせるために重要であると考えている。
　個人情報の取り扱いに関する学習の際，初めに個人
情報の定義を確認している。個人情報は，個人情報保
護法第２条で「生存する個人に関する情報であって，
当該情報に含まれる氏名，生年月日その他の記述等に
より特定の個人を識別することができるもの（他の情
報と容易に照合することができ，それにより特定の個
人を識別することができることとなるものを含む。）」
と定義されている。
　この定義をもとに，生徒たちに個人情報にはどのよ
うなものがあるかを挙げさせた。最初，生徒たちは，「住
所」や「氏名」，「生年月日」など，基本４情報をはじ
めとして一般的に個人の属性に関する情報を挙げる。
再度，上記の定義で他の情報と照合することによって
個人を識別することができるものが個人情報であるこ
とを確認して考えさせた。すると，例えばブログなど
で自分の所属クラブの話題や，行きつけのお店の話題，
よく訪れる場所や近所の話題などを総合していくと徐々
に個人が絞り込まれてくるということが理解できるよ
うになった。
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　この点では「個人情報はむやみに発信しない」とい
うことを言葉では意識していたが，インターネット上
に発信される情報のほとんどのものが個人情報である
こととは結びついていなかったと感想で述べている。
　一方で，個人情報は保護されなければならないとい
う点からすると，ブログやＳＮＳ等で情報発信しては
ならないという結論に陥ってしまう生徒も見られた。
　そこで，「個人情報の活用」というキーワードを生徒
たちに意識させようと，次のような展開を考えた。

4．プライバシーとは個人情報をコントロールする
　権利
　教科書 86 ページの情報 BOX では，プライバシーの
権利に関して，「自分に関する情報をコントロールする
権利」として紹介されている。
　個人情報をコントロールするとはどういうことかを
考えさせるため，図１のような架空のポイントカード
申込書と個人情報取扱規約を配布することで考えさせ
た。
　ポイントカード申込書には様々な個人情報の登録項
目があるが，規約上必要な項目がどれかを挙げさせる
中で，規約上登録すべき項目と必要ではない項目があ
ることを理解させた。
　規約の中には，ポイントカードの申込書に書いた以
外の項目も会社側に記録されることがあることも書か
れている。この場合，商品の購入情報が記録されるこ
とになるのであるが，ここで生徒たちには，なぜ商品
の購入情報を記録しているかについて更に規約をよく
読ませる中で考えさせるようにした。
　規約の中には，個人情報の利用について，マーケティ
ングや商品の案内，ダイレクトメールの送付等に利用
することが書かれている。よく買う商品がデータベー
スに蓄えられることによって，その人が欲しそうな商

品の安売り情報が自分の元に届けられるなどの活用がさ
れている。私たちは個人情報と引き換えに特典を得てお
り，会社側は商品の購入情報などの個人情報を活用する
ことにより利益を得ているという構造になっている。
　更に規約を読み，会社側に記録されている個人情報
が第三者に提供されることがあるかどうか，どのよう
な場合にどのように個人情報が利用されるかなどにつ
いても確認させた。

5．ショッピングサイトで利用者の欲しそうな商品
　が表示されるわけ
　ポイントカードの実践を行なった後，実際のショッ
ピングサイトのプライバシーポリシーについても確認
させた。実際の Web サイトのプライバシーポリシーは
たいへん文量も多く，文章も難解である。また，授業
時間にも制約があったため，ポイントカードの例で確
認したような項目がどのように書かれているかを教員
の側から示すことにした。
　利用したショッピングサイトでは，利用者の利用履
歴等からおすすめの商品を紹介してくれる仕組みを，
実際の画面を見せ，プライバシーポリシーと照らしな
がら確認した。

6．大切なことは個人情報は活用すること
　このような取り組みを通して，個人に関する情報が
どこにどのように存在し , どのように活用されている
かを意識することがプライバシーの権利の意味である
ことを理解させた。
　「個人情報をむやみに提供してはいけない」という言
葉が先行すると，生徒たちの間に個人情報は何でもか
んでも隠さなければならないという意識を育ててし
まっているのではないかと思う。
　大切なことは，個人情報は「上手に活用するもの」
という意識をいかに育てるかという点にあると考えて
いる。
　このような意識を育てることをは，ブログやＳＮＳ
等に発信した情報に関しても，自分がどこまでの情報
を発信してもよいのかを判断し，コントロールするべ
きかについて意識させることにつながると考える。

【参考文献】
「新版　情報Ｃ　情報社会を生きる」（開隆堂 ,2006）

保護から活用へ
—個人情報に関する意識の転換を図る授業

近江兄弟社高等学校　教諭　長谷川　友彦
hasegawa@ob-sch.ac.jp

図 1　架空のポイントカード申込書と個人情報取扱規約
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開隆堂の情報科教科書

社会と情報
　情報社会を生きるために必要な情報モラル
やコミュニケーション能力を身につけ，情報
社会に積極的に参画する態度を養うことがで
きる教科書です。

教科書だけでできる
「情報モラル」の学習

「情報モラル」の内容を46ページにわたって詳しく丁寧に記述し
ています。（現行版開隆堂情報 C 教科書より約 4 倍増！）

法

人や社会との関係

技術面

情報モラルの内容を
「人と社会との関係」，
「技術面」，「法」に

大別し，体系的に
学べるようにしました。

今までは副教材に頼ることが多かっ
た「事例」を掲載しました。イラス
トを中心に分かりやすく説明をして
います。

副教材に頼らずに，教科書だけで「情報モラル」の学習ができるよ
うに工夫しました。

↑ p.113

↓ p.113

p.117 →

実習では，学習した内容をまとめ，
情報モラルに関する考え方を確実に
身につけます。

生徒の興味や知
識を高められる
内容をコラムと
して掲載してい
ます。

イラストや統計
資料などを用い
て，分かりやす
く解説をしてい
ます。

← p.88，89
　の例

特長1

本文には，情報
モラルに関する
内容を詳しく丁
寧に解説をして
います。
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1見開き1時間を基本に，無理なく学習ができるようにしています。
また，マークによって各内容の位置づけを明確に表しています。

各小項目に「学習の目標」を新
設しました。生徒がここでの学
習の目標を確認してからここで
の学習を主体的に臨めるように
しました。

各小項目の冒頭に「投げかけ」
を設けました。その学習に入る
際に考えさせることで，スムー
ズに学習に入ることができます。

「実習」や「問」を通して，小
項目での学習を整理し，知識の
定着を図ることができます。

「情報 BOX」には，本文内容を
補足するミニ知識が記載されて
います。

「参考」では，学習内容をさら
に深めることのできる話題が掲
載しています。

このほかにも，他の学習項目と

の関連を示す　　　　や，

　　　　，　　　　などのマー

クがあります。

1見開き1時間を基本と
した学びやすい構成特長2

生徒にとって身近に感じることのできる話題から，自然にやさしく
学べるように構成しました。

身近な話題から自然に
学べる構成特長3

情報システムが与える恩恵と問題点を，それぞれ見開きで視覚
的に理解できるようにしました。恩恵と問題点の比較も容易に
できます。p.136-137，138-139 の例

見開きページで内容を視覚的に理解できるように工夫しています。

理解しやすい特徴的な
見開きページ特長4

p.22

わたしたちが１日の中
で，さまざまな「メディ
ア」と関わっているこ
と を 知 る こ と か ら メ
ディアについての学習
がスタートします。

p.71

わたしたちの日常において起こりうる状況を
想定して，適切なコミュニケーションの方法
について学びます。
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各章末には，「要点のまとめ」，「章末問題」，「チャレンジ」を記載し，
学習を効果的にまとめることができるように配慮しました。

効果的に学習をまとめる
ことができる章末特長5

巻末には情報関連法令資料を４ページ，用語集を８ページ掲載しま
した。現行教科書より倍増し，量的にも質的にも充実を図りました。

豊富な巻末資料特長6

↑ p.124　４章「要点のまとめ」

「要点のまとめ」では，その章で学習した内容
をコンパクトにまとめてあります。

↑ p.159　5 章「章末問題」

章末問題では，知識の整理ができるように配
慮しています。

← p.163 〜 165「法令集」

情報に関する法令をコンパクトに掲載して
います。４章の情報モラルの学習の際に，
参照させることも可能です。

教科書でサポートする各種教材

学習指導書（鋭意作成中！）
（指導計画・資料編／ディジタルコンテンツ編 CD-ROM）

サブノート
（鋭意作成中！）

　好評のサブノートがよ
り使いやすくなりました。
教科書の内容を無理なく
しっかりとまとめること
ができます。

基本操作
マスターⅡ
　実習を通して，Word，
Excel，Power Point，ホー
ム ペ ー ジ ビ ル ダ ー，
HTML などの操作がマス
タ ー で き る 簡 便 ハ ン ド
ブックです。※写真は現行版情報 C のものです。

　指導計画・資料編では学習指導案や教科書内
容にあわせた資料を豊富に用意しております。
またディジタルコンテンツ編ＣＤ - ＲＯＭでは，
板書例やテスト問題など，授業に今すぐ役立つ
コンテンツをご用意しております。

※写真は現行版情報 A のものです。
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情報科教育研究Ⅲ　　新版　情報科教育法

情報学教育の新しいステージ
情報とメディアの教育論

　既刊の「情報科教育法」をベースに，その後に生じた社会の急速な変化や，
学習指導要領の改訂などに対応した待望の新刊です。
 　文理融合の情報学の視点を取り入れた，情報教育の基礎から応用発展までを，
図や表を用いながら分かりやすく展開しています。高等学校情報科の先生方に，
大学・大学院のテキストとしても最適です。
●滋賀大学教授　松原　伸一　著

● A5 判　160 ページ　定価 2,300 円＋税

日本情報科教育学会　第 5 回全国大会（ URL：http://jaeis.org/zenkoku/ ）
　テーマ：　情報科教育の継続と発展 〜「横」の連携と「縦」の接続〜
　日　時：　2012 年 6 月 16 日 ( 土 ) 9:30 〜 17:10，17 日 ( 日 ) 9:30 〜 16:45
　場　所：　信州大学 長野工学キャンパス（〒 380-8553　長野市若里 4-17-1）
　プログラム：
　　＜ 1 日目＞ 研究発表　基調講演，招待講演，パネルディスカッション I「情報教育カリキュラムの体系化」
　　＜ 2 日目＞ 研究発表　パネルディスカッション II「大学入試と情報科〜大学での最新動向と高校での対
　　　　　　　　策 〜」，クロージング
　大会参加費：　正会員：1000 円（※教諭を証明できる場合は無料）学生会員：無料，非会員：2000 円
　主　　　催：　日本情報科教育学会

全国高等学校情報教育研究会　第 5 回千葉大会（ URL：http://www.zenkojoken.jp/05chiba/ ）
　日　時：　2012 年 8 月 10 日（金）13：00 〜 8 月 11 日（土）13：00
　会　場：　東京情報大学（〒 265-8501　千葉市若葉区御成台 4-1）

大 会 案 内

 「基礎編」「応用編」「発展編」「資料編」
からなる情報科教育法。情報科指導の
先生や高等学校情報の先生方に，大学
のテキストとしても最適。
●松原 伸一　著 /
●Ａ５判・184 ページ
●定価：本体 2,200 円＋税

　全国の情報教育実践者の事例を，留
意点・指導のポイントとともに掲載。
授業を進める上でのアイデアや指針を
解説。
●全国 20 名の先生方と松原伸一による /
●Ａ 5 判・240 ページ・CD-ROM 付 /
●定価：本体 2,500 円＋税

　情報教育の目的を「本質を知る」こと
ととらえ，複雑な問題が内在する「ディ
ジタル社会」で必要となる基本的な内
容を集めた，情報教育の入門書。
●松原 伸一　著 /
●Ａ 5 判・176 ページ /
●定価：本体 2,200 円＋税

情報科教育法 教科「情報」の実習事例 ディジタル社会の情報教育
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